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平成１９年３月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成１８年７月２８日発表の中間業績予想数値を

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．平成１９年３月期の中間連結業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日） 

営  業  収  益 経  常  利  益 当 期 純 利 益

前回発表予想(A)(平成 18 年 7 月 28 日) １９，０００百万円 ４，７００百万円 ２，０００百万円

  今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２０，３５７百万円 ５，１３４百万円 ２，８５４百万円

増  減  額（Ｂ－Ａ） １，３５７百万円 ４３４百万円 ８５４百万円

  増      減      率 ７．１  ％ ９．２  ％  ４２．７  ％

前期実績（平成 18 年 3 月期中間） １７，７５１百万円 ３，０４２百万円 １，４９３百万円

２．平成１９年３月期の中間業績予想数値(個別)の修正(平成18年4月1日～平成18年9月30日) 

 営  業  収  益 経  常  利  益 当 期 純 利 益

前回発表予想(A)(平成 18 年 7 月 28 日) １５，０００百万円 ６，０００百万円 ３，５００百万円

  今 回 修 正 予 想（Ｂ） １６，２３２百万円 ５，７２７百万円 ４，３２９百万円

増  減  額（Ｂ－Ａ） １，２３２百万円 △２７２百万円 ８２９百万円

  増      減      率 ８．２  ％ △４．５  ％ ２３．７  ％

前期実績（平成 18 年 3 月期中間） １３，５５３百万円 ３，９３５百万円 ３，３６６百万円

３．修正の理由 

当期（中間）純利益の修正は、主に当社の貸借取引貸付金残高が前回予想を下回った  

ことに伴い貸倒引当金戻入益が増加したことによるものです。 

なお、平成１８年７月３１日発表の当連結中間期の持分変動損失による特別損失の発生

見込み額は４０９百万円から３３３百万円となります。 

 
以  上 


